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【概要】本研究は，学級の中で全ての子ども達が安心して学べる環境を学級担任としてどうつくり出してい

くか，その学級づくりの道筋を明らかにしようとするものである。本研究では，毎日の帰りの会，特別活動

や道徳の授業の中で，子どもが自分の力を発揮する場，周りから承認される場を継続的につくった。その結

果，子ども達に他者の行動に気づき称賛する発言が多く見られるようになったり，他者のために行動する態

度が見られるようになったりした。また，家庭においても物事に対しての積極性が高まるなど，子どもの心

の成長と見られる態度の変化が見られた。したがって，本研究を通して，本学級は，子ども達が安心して学

ぶことができる学級へと近づいたと考える。 

 

Ⅰ 問題意識 

筆者は，これまで 20 年間学級担任をしてき

た。ある高学年の学級を受け持った時は 4 月当

初より，毎日のように子ども同士のトラブルが

絶えなかった。また，ある低学年の学級を受け

持った時は，登校をしぶったり，暴れてしまっ

たりする子がいた。子ども達は何に困っている

のだろうか，なぜこのようなことが起こるのだ

ろうか，その原因として，人間関係がうまく築

くことができないからなのではないだろうか，

何か満たされない寂しさがあるからなのでは

ないだろうかなどと考えてきた。 

人間関係に悩んだり，寂しい思いをしたりし

て孤立することがない学級がつくられれば，子

ども達は安心して学ぶことができるのではな

いであろうか。 

以上の問題意識より，本研究は，学級の中で

全ての子ども達が安心して学べる環境を学級

担任としてどうつくり出していくか，その学級

づくりの道筋を明らかにしようとするもので

ある。 

 

1．教育現場の課題から 

文部科学省による平成 28 年度「児童生徒の

問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関す

る調査」では，児童生徒の暴力行為発生件数，

いじめの認知件数，不登校児童生徒数が，いず

れも小学校低学年段階から増加している。 

このことから子ども達が，人間関係づくりに

おいて低学年段階から困難さを感じていると

思われる。 

また，文部科学省による平成 24 年「通常の学

級に在籍する発達障害の可能性のある特別な

教育的支援を必要とする児童生徒に関する調

査」によると，知的発達に遅れはないものの学

級の中の 6.5 パーセントの児童生徒が学習面や

行動面で著しい困難を示すと言われている。 

これまでの筆者の経験上，多くの子ども達は，

希望をもち，わくわくした気持ちで小学校に入

学してくる。しかし，特に特別なニーズのある

子は，学年が進むにつれ，不安や緊張が見られ

る。それは，もしかすると，皆と一緒にできな

いことが増え，皆と違うことに気づいたりする

ことが関係しているのかもしれない。 

これらの教育現場の状況をみて，果たして，

子ども達にとっての学級は，「自分は自分のま

までいい」という安心して学べる環境となって

いるのかと疑問をもち，実践を通して，安心し



て学べる学級について考えていきたいと思っ

た。 

 

2．安心して学べる学級をつくるために 

筆者が考える安心して学べる学級とは，子

どもにとっての居場所がある学級である。そ

のような学級の中では自分の思いや考えが自

由に言えたりこの学級でよかったと思えたり

する。つまり学級の中で子ども自身が「幸

せ」を実感できる学級でもある。 

「幸せ」に関連して，菅野（2008）は，著

書の中で，人間が幸福を実感する際，二つの

モメント(契機)があると述べ，以下の表 1 に

示している。 

 

 

 

 

 

 

 

「幸福」の本質的なモメントとして，一つは

自己充実であり，もう一つは他者（自分以外の

全ての人間）との交流である。この考えをもと

に，筆者は，学校生活の中で，子どもが自分の

能力を最大限に発揮しやりたいことができる

場や他者から承認される場をつくり，教師が働

きかけていくことで，安心した学級がつくられ

るのではないかと解釈した。その環境づくりや

働きかけは，生活の中で継続的に実践していく

ことが必要だと考えた。 

したがって，毎日の帰りの会，望ましい人間

関係の基礎を育む特別活動や教育活動全体で

行う道徳教育の要である特別な教科道徳の授

業の中で，子どもが自分の力を発揮する場，他

者から承認される場をつくり，教師の働きかけ

を工夫すれば，子どもが他者（友達）を理解し，

自分を理解するようになり，安心して学べる学

級がつくられていくであろうと考えた。（図 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究目的 

本研究の目的は，毎日の帰りの会，特別活動

や道徳等の授業の中において，子どもが自分の

力を発揮する場，承認される場をつくり，そこ

で教師の働きかけを工夫することにより，子ど

も達が安心して学ぶことができる学級づくり

を提案することである。 

 

Ⅲ 研究方法 

1．対象 

県内公立小学校 2 年生の学級(34 名)を対象

とする。本校は 1 学年 3 学級規模である。 

本学級の実態として，学力差が大きく，友達

同士コミュニケーションを図るには，語彙力が

まだ十分でない児童が多い。相手の考えや気持

ちに気づくことができる児童がいる反面，自分

中心に考えがちになる児童も多い。 

また，本学級には，外国籍の児童が複数在籍

し，児童の生活経験が多様である。転出入も多

く，集団としての変化が多い学級でもある。 

表 1 菅野の著書より  

図 1 研究の構想 



表 2 各抽出児童の実態と目標  

 

2．抽出児童 

本研究では，特別なニーズのある児童 3 名(Ａ

児，Ｂ児，Ｃ児)を抽出して，彼らの学びや行動

の変容を中心に観察する。その上で，彼らと学

級の児童同士のつながりを考察することによ

って，安心して学べる学級づくりを提案するこ

ととする。上の表 2 は各抽出児童の実態とこの

学級で安心して学べるようにするための目標

である。 

 

3．実践計画 

 実践として，（1）日々の活動，（2）学級活動

の授業，（3）道徳の授業を計画した。以下にそ

の簡単な説明を示す。 

 

（1）日々の活動 

毎日の帰りの会に，その日に友達にしてもら

って嬉しかったことや友達のよいところを紹

介する場を設ける。紹介された友達のことを

「キラキラさん」とよぶことにする。「キラキラ

さん」と言われた人にとって，これが学級の皆

から承認される場となる。 

 

 

（2）学級活動の授業 

6 月から 11 月までに計 3 回，同一題材「友達

ともっとなかよし」として，「友達となかよくす

るとはどういうことか」を活動の中で感じたり

考えたりする授業を構想し，繰り返す。 

 

（3）道徳の授業 

6 月から 12 月までに内容項目Ａ「個性の伸

長」に関する授業を 3 回，内容項目Ｂ「友情，

信頼」に関する授業を 2 回，内容項目Ｂ「親切，

思いやり」に関する授業を 1 回，計 6 回行う。

日々の活動や学級活動の授業との関連を図っ

た授業を構想する。 

 

4．検証方法 

授業の実施期間は，平成 30 年 4 月～平成 30

年 12 月である。名簿シートやフィールドノー

トによる行動観察記録，ＩＣレコーダーによる

音声記録（授業含む），ビデオによる授業記録，

児童アンケート，保護者アンケート，児童のふ

り返りから，抽出児童を中心とした児童の学び

や行動の変容を分析し，検証する。 

 

 Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

実

態 

・言葉の意味理解△ 

・表現△ 

・見て理解し考える力，人

の話を聞く力が弱い。 

・友達と関わりたいが，関

わり方が分からない。 

・言葉遣い△ 

・表現△ 

・言葉で理解し考える力が

弱い。 

・友達と関わりたいが，う

まく表現できないため，

相手に理解されないこと

が多い。 

・平成 30 年 3 月に外国から

日本へ来日したため，日

本語が分からない。 

・友達と関わりたいが，言

葉が分からないため，遊

び方のルールがつかめ

ず，遊ぶことができな

い。 

目

標 

・できることや分かること

を増やす。 

・言葉や行動で友達とコミ

ュニケーションがとれ

る。 

・話を聞くことができる。 

・友達と友好的な会話がで

きる。 

・話し合いに参加すること

ができる。 

・日本の学校での過ごし方

が分かる。 

・ルールにのっとって遊ぶ

ことができる。 



Ⅳ 実践結果とその考察 

 本研究に関わる実践は，表 3 の通りである。 

 表 3 実践について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

以下，実践の実際について述べていく。 

 

1．日々の活動「キラキラさん」（実践①） 

（1）1 学期の「キラキラさん」の実際 

①Ａ児が初めて言われた時 

5 月７日，これまで「キラキラさん」で一度

も言われたことがなかったＡ児の名前が登場

した。「キラキラさん」の内容は表 4 の通りであ

る。 

 

 

 

 

 

 発言したのは，Ｉ児である。Ｉ児はとても得

意げな様子で発言した。Ｉ児は友達のよいとこ

ろを見つけることに喜びを感じる児童である。 

この日は，学校以外の学童での遊びのことに

目を向けＡ児を誘った。「キラキラさん」として

言われたＡ児は，驚いた様子であった。そして，

恥ずかしい様子で下を向きながら，小さい声で

「見つけてくれてありがとう」と，発言した。 

 

②発言内容の高まり 

4，5 月は「遊んでくれた」「誘ってくれた」

など，遊びについて，自分が友達から受けた単

純な行為に対する発言が多かった。しかし，6 月

は，「困っている時手伝ってくれた」「給食のお

かずがこぼれているのを拭いていた」などの遊

び以外の場面で第三者として友達を認め称賛

する発言が見られるようになってきた。  

筆者は，それらを記録していく中で，児童の

「キラキラさん」には，大きく二種類の内容が

あることに気づいた。一つ目は遊びに関する内

容であり，二つ目は，相手のことを思ったり考

えたりして行う優しい行為に関する内容であ

る。そこで，前者を「遊びキラキラ」後者を「優

しさキラキラ」として区別し児童と共有した。 

 

③トラブルの後の関わり 

７月 13 日，Ａ児が「今日のキラキラさんは，

Ｂさんです。わけは，学童で遊ぼうと言ったら

いいよと言ってくれたからです。」と発言した。

Ｂ児は笑顔で反応を返していた。実は，この日，

Ｂ児が発した悪口でＡ児が腹を立て，Ａ児が教

科書でＢ児を叩くというトラブルがあった。 

トラブル後は，話し合う場を設け，互いに自

分が悪かったことを相手に謝り許し合った。帰

りの会までに二人の関係が修復し，Ａ児の「キ

ラキラさん」の発言に至ったようである。 

この二人の様子から，トラブルがあるという

ことは，相手のことが気になり，相手と関わり

たいという気持ちの表れであり，その解決を通

して互いの理解を深めていることが見てとれ

た。つまり，トラブルも一つの人間関係づくり

の一因となる。このＡ児の発言は，児童の人間

関係づくりの過程を示唆している。 

表 4 5 月７日の「キラキラさん」 一部抜粋 

Ｉ児：今日のキラキラさんはＡさんです。Ａさん

に学童で一緒に遊ぼうと言ったらいいよ

と言ってくれました。 



（2）2 学期の「キラキラさん」の実際 

①発言しなかった児童への働きかけ 

 1 学期，「キラキラさん」の時間に発言しなか

った児童が 10 名いた。そこで，その児童がキラ

キラさんに気づくように，「先生キラキラ」とし

て，児童の友達のことを思う優しい行為を紹介

した。また，Ｉ児のように積極的に友達の様子

を見つけて発言する児童に対しては，まだ言わ

れていない児童の様子に気づかせるような声

かけをした。その結果，これまで自分から発言

しようとしなかった児童が少しずつ発言する

ようになっていった。 

 

②「優しさの花」による視覚化 

10 月は，「優しさキラキラ」を取り上げ，児

童が発言した「キラキラさん」を図 2 のように

記録した。花びらにはそれぞれ児童の名前が記

されている。発言した人と言われた人を線でつ

なぐと大きなひまわりのような図ができた。こ

れを「優しさの花」と名付け掲示した。この「優

しさの花」では児童同士のつながりが見え，児

童は，友達とのつながり具合いを確認していた。  

「優しさの花」は，道徳の授業（実践⑨）の

終末に児童に紹介し，その後は，優しい行為が

分かる写真とともに教室内に掲示した。この道

徳の授業については，後で記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③カードに感謝した気持ちを表す 

11 月，学級では，校内の人権月間に合わせて，

児童との話し合いの結果，「1 週間に 1 つは優し

さキラキラを見つけよう」に取り組んだ。そし

て，その「優しさキラキラ」がどのようなキラ

キラだったのか具体的な内容が分かるように，

カードに書く活動を行った。カードには，その

時の気持ちも書くようにした。これに合わせて，

帰りの会では，その時の気持ちも言うように促

した。 

カードに書ける児童は，休み時間や放課後に

意欲的に書いていた。また，掲示してあるカー

ドを参考にしながら，自分のカードを書いてい

る児童もいた。 

このように活動の手段を変化させたことに

より，これまで積極的ではなかった児童が意欲

的に活動に取り組めるようになった。（図 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）日々の活動「キラキラさん」における考

察 

 1，2 学期の取組により，児童は，毎日の生活

の中で「キラキラさん」を意識するようになっ

ていった。特に，優しい行為を意識する児童が

増えてきた。 

 図 4 は，本学級の児童が「キラキラさん」と

して発言した総数をもとにした「遊びキラキラ」

「優しさキラキラ」「その他のキラキラ」の発言

数の割合を表したものである。それを二か月毎

に示している。 
図 2 教師が作成した「優しさの花」と  

優しい行為が分かる写真の掲示物 

図 3 児童がカードに書いた「優しさキラキラ」  

（12 月 5 日撮影） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 を見ると学級の「キラキラさん」全体に

対して，「優しさキラキラ」の割合が徐々に高く

なっていることが分かる。このことから，「キラ

キラさん」が，児童の中で質的に見て変化して

きたことが言える。 

また，次の図 5，図 6，図７は，学級の「キラ

キラさん」の総数に対して，Ａ児，Ｂ児，Ｃ児

が二か月の間に他の児童に言われた「キラキラ

さん」が，全体の中でどれくらいの割合となっ

ているのか，その変化を示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの図から，Ａ児，Ｂ児，Ｃ児それぞれ

が他の児童から言われる割合が高くなってい

る。特に，Ａ児は，11，12 月には，ほぼ毎日何

度も「キラキラさん」として登場することにな

った。これは，Ａ児が他の児童から注目して見

られる存在となったことを表している。Ａ児は，

いつも恥ずかしそうな様子をみせながらも嬉

しそうに話を聞いていた。 

その後，冬休みを挟み，3 学期が始まると，

Ａ児の名前が挙がることは週に一度あるかな

いかに激減した。同様に，Ｂ児やＣ児も言われ

る数は減った。しかし，どの児童も落ち着いた

様子で学校生活を送っている。 

このことは，改めて「キラキラさん」で言わ

れなくても，学級の仲間への信頼が生まれ，居

場所ができたことを示すものだと言える。 

また，Ａ児，Ｂ児，Ｃ児の言われた「キラキ

ラさん」は，始めは特定の児童からのものが多

かった。しかし，だんだんと他の児童からも言

われるようになっていった。やがて，彼らは，

自分が言われたことで，今度は自分が発言しよ

うとすることが多くなり，身近な特定の児童か

ら他の児童へと目が向いていった。 

これらことは，3 名の児童が学級全体に目を

向け溶け込んでいく過程を表していると考え

る。 

このように，彼らが学級の他の児童に関心を

向けるのと同時に，彼ら以外の学級の児童同士

にもどんどんつながりができるようになった。  

学級全体として，1 学期，言われる児童は，

図 4 児童が発言した「キラキラさん」の割合  

図 5 Ａ児の言われた割合の変化  

図 6 Ｂ児の言われた割合の変化  

図７ Ｃ児の言われた割合の変化  



図 8 学級活動の授業の 1 時間の流れ  

 

学級の中でも行動が目立っていた児童であっ

た。しかし，2 学期は，目立たないが気づいて

行動できる児童にも目が向けられ，「発言する」

「言われる」が繰り返され，それぞれの児童に

も学級の中での居場所ができつつあったと言

える。 

 

2．学級活動の授業 

（1）授業の実際 

同一題材「友達ともっとなかよし」で授業を

3 回行い，繰り返した。ここでは，実践②，実

践⑤，実践⑧について述べる。 

 

①課題が見えた 1回目の授業（実践②6月 11日） 

本授業は，「すごろくトーキング」を中心活動

においた。「すごろくトーキング」というのは，

サイコロを振り，4 人グループですごろくをし，

話したり聴いたりする活動である。すごろくシ

ートには，質問内容やグループで取り組む課題

が書かれている。児童は，すごろくの到着地点

に書いてある内容を質問し合い，話したり聴い

たり，グループで力を合わせてパフォーマンス

をしたりした。 

授業後，「みんなと楽しくできて（すごろくを）

5 回も（ゴールに）いって嬉しかったです」や

「みんなで楽しくできて良かったです」などと

ふり返る児童が多く，児童にとって楽しい活動

になった。 

しかし，楽しければなかよくなれるわけでは

なく，児童と「友達」や「なかよし」の意味に

ついてさらに考えていく必要性を感じた。その

ために，「聴くこと」を徹底させることやふり返

る時間を確保することを次の課題とした。 

この時間の授業の流れは，右の図 8 の通りで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②「聴くこと」⇒「優しい反応」の共有化 

6 月 14 日の国語の授業中，発表者が何か言っ

ても何も反応がないと他の人は分かっている

のか，分からないのか，聴いているのか，聴い

ていないのかが分からないということが問題

となった。 

やはり「聴く」には，それを示す何かしらの

反応が必要だということで，児童と「優しい反

応」の共有化を図った。共有化した「優しい反

応」とは，うなずきの他に「はい」「わかりまし

た」「うん」「たしかに」「なるほど」などの言葉

の反応である。 

 

③課題を生かした 2 回目の授業（実践⑤7 月 18

日「シェアタイム」と「なかよし度」） 

道徳の授業とも引き続き関連を図り，児童と

「友達」や「なかよし」についての話し合いを

重ねた。本授業では，中心活動を 1 回目と同じ

「すごろくトーキング」とし，「優しい反応」を

意識させた。 

また，実践②の課題をふまえて，「シェアタイ

ム」と言う授業の終末にペアの友達と学習をふ

り返って話をする時間を設けた。児童は，お互

いに話したことや聴いたことをもとにして，ふ

り返りシートに自分のまとめを書くことがで

きた。 

さらに，自分なりの「なかよし」について考

えること，一人ひとりが学級全体を見ることを

促す手立てとして「なかよし度」を考える時間

を設けた。「なかよし度」とは，児童一人ひとり

に学級の皆がなかよしだと思うかどうか 10 点

満点（※）で評価させたものである。 

（※0…全然なかよしではない，10…とっても

なかよしである。） 

 

④抽出児童の前向きな反応が見られた 3回目の

授業（実践⑧10 月 18 日） 

本授業では，中心活動をジャンケンの相手と

会話をし，サインをし合う「ジャンケンサイン

大会」とした。 

授業後，Ｂ児は，「優しい反応ができ，友達の

話を最後まで聴くことができた」とふり返って

いた。また，「いろんな人としゃべったら友達と

もっと仲良くなれる」と考えていた。さらに，

「今日は，話をできた人が 3 人で少なかったけ

れど，話すことができて良かった」とふり返り，

なかよし度を 10 としていた。 

また，Ａ児は，「優しい反応ができた」「みん

なと楽しくできた」とふり返っていた。 

これらの抽出児童の前向きな反応から，1 時

間の授業の流れはそのままに，中心活動だけを

変えたパターン化された流れも児童の理解を

助け，満足度につながったのではないかと考え

る。 

 

（2）授業における考察 

これまで，学級活動の授業後やアンケートで，

「なかよし度」について考えてきた。下の図 9

は，「なかよし度」の学級平均である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 を見ると，学級の「なかよし度」は，７

月，９月と上昇し，10 月，11 月と下降してい

る。７月，９月と上昇したことに関しては，「(授

業での活動が)楽しかった」という言葉が多か

ったふり返りより，児童は「友達と楽しく遊べ

たからなかよしだ」と考えたのだと思われる。  

つまり，「友達」と活動した楽しい気持ちが心

に残り，「この学級はなかよしだ」ととらえたの

だと考える。 

図 9 「なかよし度」の学級平均  

 



しかし，その後，「なかよし度」は下降してい

る。これは，児童の中で「友達」の意味が広が

り，「なかよし」が「遊ぶこと」だけではないと

いう思いがうまれてきたからだと思われる。 

つまり，「なかよし度」の学級平均の数値は下

がったのだが，児童が授業の中で，「なかよし度」

を意識しながら活動を行ったことが，自分なり

の「友達」や「なかよし」の意味について考え，

学級を客観的に見ることができるようになっ

た結果として考える。 

このことは，実践⑩11 月８日の授業（後で記

述する）で明らかとなる。 

 

3．道徳の授業 

（1）授業の実際 

内容項目Ａ「個性の伸長」に関する授業を 3

回，内容項目Ｂ「友情，信頼」に関する授業を

2 回，内容項目Ｂ「親切，思いやり」に関する

授業を 1 回，計 6 回行った。 

ここでは，児童の変容が大きく見られた実践

③，実践④，実践⑨，実践⑩，実践⑫について

述べる。 

 

①「友達」について考える（実践③6 月 21 日） 

本授業は，内容項目Ｂ「友情，信頼」に関し

て，「友達」について考えた。教材文で人物の気

持ちを考える前にまず，「友達とはどんな人の

ことなのか」について話し合った。児童からは，

「一緒に遊ぶ人」「一緒にいる人」「信じ合う人

（親友）」などといった答えが返ってきた。しか

し，過半数の児童は「友達とはどんな人のこと

なのか」が言えなかった。 

しかし，教材文で登場人物の気持ちを考え，

授業の終末にもう一度問うたところ，児童は，

「友達は見捨てない人だ」「助けたり助けられ

たりする人だ」などと発言した。 

授業を通して，日々の活動の中においても，

行為について児童に気持ちを問うことで，児童

の意識の中で，学級の「友達」の意味が広がっ

ていくのではないかと考えた。  

②友達のよいところを見つける（実践④7 月 5

日） 

本授業は，内容項目Ａ「個性の伸長」に関し

て，友達のよいところを見つけることをもとに

して価値を考えた。児童にとって自分のよいと

ころを言ったり書いたりすることはなかなか

難しい。そこで，友達から自分のよいところを

教えてもらう「友達のステキ見つけ」の活動を

取り入れた。  

Ｂ児は，「字がきれい」「いつも笑顔だ」「一緒

に登校するのが楽しい」といった言葉をもらい，

「ぼくは，字がきれいです（と書いてあるとこ

ろ）がいっぱい書いてあったからこれからも字

をきれいに書いていきます。」とふり返ってい

た。 

また，Ａ児も「優しい」「勉強を頑張っている」

「バスケが強い」「真面目」などの言葉をもらい，

「（自分が）よく書けたから良かったです。」と

ふり返ることができた。 

Ａ児も授業には参加し，友達のよいところを

書いてはいたのだが，平仮名がおぼつかないた

め，数名の児童に「読めない」と言われた。Ａ

児は，きまりの悪そうな様子で何も言うことが

できなかった。そこで，筆者は，「読めない」と

言った数名の児童に「Ａさんはこう言っている

んだよ」と字を直し，Ａ児が書いたことを伝え

直した。 

 

③「キラキラさん」の質を高める（実践⑨10 月

25 日） 

本授業では，教材文「かっぱわくわく」（『新

しい道徳』（東京書籍））を用い，困っている相

手に，進んで優しく親切にしようとする心情と

態度を育てることをねらいとした。内容項目Ｂ

「親切，思いやり」に関して，「キラキラさん」

の質を高めることを意識した授業である。 

抽出児童の目標，目標に対する支援と評価は，

児童の実態をふまえて，表 5 のように設定した。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入として教材文の登場人物や冒頭部分の

イラストを見せたり文を読んだりすることで

どんなお話なのかを考えさせた。教材文を読み

進める中で，児童の言葉を取り上げ，「優しい行

為をしたりされたりするとどんな気持ちにな

るのか」いうめあてとした。 

授業では，登場人物の優しい行為を見つけ，

その時，その時の気持ちを考えていった。この

授業では，通訳者をつけることができたため，

Ｃ児を含めた学級の全員が授業に参加するこ

とができた。 

ここで注目したいのは，Ｃ児を見守る他の児

童の様子であった。授業前半，Ｃ児が手を挙げ

た時にすかさず，「あっ，Ｃさん（が手を挙げて

いる）」と発言する児童がいた。これは，児童が

Ｃ児をよく見ていることを表している。また，

Ｃ児が指名され，なかなか日本語が言えなかっ

た際に，他の児童はＣ児が言葉を発するのを待

っていた。これはＣ児に対する他の児童の温か

い気持ちの表れだったと考える。授業後半，通

訳者を通して，Ｃ児が考えを述べようとした際

も，他の児童は，Ｃ児の考えに耳を傾けていた。 

これらの様子は，学級の児童のＣ児を受け入

れる気持ちが育ってきた結果だと言える。 

通訳者を通して，Ｃ児は，「優しくすること友

達を助けることについて勉強しました。ぼくも

友達を助けたいです。」とふり返った。 

Ａ児は，ふり返りの場面で，何を書けばよい

か迷っていた。「かんすけ（登場人物）のことを

かいたらどうかな」と声かけをしたところ「ぼ

くは，（登場人物のかんすけが）いい人だと思い

ました。わけは，いろんな動物にかんすけが水

をあげたからです。」と登場人物の優しい行為

に共感するふり返りを書くことができた。 

このことから，Ａ児は，友達の話を聞きなが

ら，話の内容をある程度理解することができ，

主人公の親切に共感できたと言える。 

また，Ｂ児は，「ぼくがかんすけ（登場人物）

だとしたら，けがをしている人を見つけたらす

ぐに水で洗うと思います。わけは，そういうこ

とをしたら自分がやった分自分に返ってきま

す。ぼくは，これからけがをしている人を見つ

けたらすぐに手当てをします。」とふり返った。 

Ｂ児は，自分事として考え，自分がしたい優

しい行為について考えることができた。これは，

授業の終末に「優しさの花」（図 2）を提示した

ことが関係していると考える。以前に，Ｂ児は

遊びの中でけがをした友達に傷口を水で洗う

ことを教えていた。つまり，Ｂ児の中で教材文

と「優しさキラキラ」がつながったのである。 

他の児童のふり返りの中にも，「優しさキラ

キラ」を想起させるものが多くあり，この授業

は，「キラキラさん」の質を高めるための意味の

ある授業になったと考える。（表 6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6 児童の授業後のふり返り（一部抜粋）  

 

表 5 抽出児童の目標，支援及び評価  

・わたしは，誰かに優しい行為をもらったら，次

は自分が人に優しい行為をしてあげたいです。 

（Ｑ児）  

・すっくとざんざとかんすけはいいなぁと思いま

した。わけは，お互いに分け合っていたからで

す。（Ｒ児）  

・最後のすっくとざんざがいいと思いました。わ

けは，かんすけのわくわく水がなかった時に分

けてあげたところが優しいと思ったからです。

（Ｔ児）  



④「なかよし」の質が変わる（実践⑩11 月 8

日） 

「なかよし度」の数値は，児童個人でみると

前回よりも上がる児童もいれば下がる児童も

いた。学級活動の授業における考察でも述べた

が，学級平均でみると，10 月，11 月と「なかよ

し度」は，下降していた。（図 9） 

そこで，本授業では，内容項目Ｂ「友情，信

頼」に関して，「なかよし度」をもとにして，「な

かよし」について考えた。 

「なかよし度」の数値が下がった児童からは，

「喧嘩がある」「悪口を言ってしまう」という理

由が出た。その中で日頃あまり発言しないＧ児

が「譲り合いがまだできていないからです。」と

発言した。「譲り合い」という言葉の意味を尋ね

たところ「相手のことを考えて自分がちょっと

我慢することです。」と答えた。その後，発言し

た数人もＧ児が発した「譲り合い」という言葉

を使って理由を言っていた。  

次に，数値が上がった児童に聞くと，「このク

ラスは，よいところがたくさんあるし，優しい

人も増えてきている」「優しい行為はたまにで

きないことがあるけど，『譲り合い』や『優しさ

キラキラ』をしている人がたくさんいる」など

と日々の活動を意識して答えている児童がい

た。 

最後は，「もっと譲り合いをしたい」「男子と

女子関係なくなかよくなることが大事だ」とい

う結論に達した。 

この話し合いから，児童の中で「友達と楽し

く遊べることがなかよし」という単純だった意

味が変化し，2 学期以降の「なかよし」の意味

の深まりが確かめられた。 

 

⑤「自分」について考える（実践⑫12 月 6 日） 

 本授業では，内容項目Ａ「個性の伸長」に関

して，友達に見つけてもらったステキから，「自

分」について考えた。表 7 は簡単な授業の流れ

である。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

児童には，「友達のステキ見つけ」（実践④，

実践⑦）の活動経験があったため，流れはスム

ーズであった。この授業のポイントは，まず，

「自分」について考え，次に「友達」から言葉

をもらい（友達について考える），最後にもう一

度「自分」について考えることであった。  

授業では，始め，「自分」について考えた際に，

言葉を選べなかった児童が数名いた。しかし，

友達から言葉をもらうことで，最後には全員が

「自分」について考えることができた。  

表 8 は，児童の授業後のふり返りである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7 授業の流れ 

 ①めあて確認 

<自分はどんな人なのかな> 

②考える 

活動①自分がどんな人かを考える。 

活動②友達に 9 つの言葉（優しい，しっかり 

ものなど）の中から選んでもらう。 

（友達について考える） 

活動③もらった言葉から再度自分がどんな

人かを考える。 

③まとめ 

④ふり返り 

表 8 授業後のふり返り（一部抜粋）  

 ・私は，優しいや親切やしっかりものなど自分の

ことが分かってよかったです。最初は自分がど

んな人なのか迷ったけど優しい人が一番多か

ったので自分は優しいのかなと思いました。

（Ｄ児） 

・私は，自分のことを優しい人や元気な人やさわ

やかな人だとは思っていなかったから嬉しい

です。（Ｅ児） 

・ぼくは，自分のことが分かりました。今までは

自分のことはあまり分からなかったです。（Ｆ

児他多数） 

・みんないろいろちがっていいと思いました。

（Ｂ児） 

 



（2）授業における考察 

実践⑩までの授業を終え，児童の「友達」の

意味のとらえに大きな変化が見られた。（表 9）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践③の授業において，「友達ってどんな人

なのかな」という問いに対して，「分からない」

と答えた児童は，過半数であった。しかし，９

月のアンケートでは，3 名に減り，11 月のアン

ケートでは，皆無となった。 

また，その意味のとらえが「遊ぶ人」以外に

も「助け合う人」「やさしい人」「大切な人」「け

んかをしても仲直りする人」などへと広がって

いることが分かる。これらのことは，授業の中

で，「友達」や「なかよし」について考えたこと

が，児童の「友達」の意味を深めたと言える。 

さらに，意味だけではなく，実際の友達のこ

とを理解できるようになったとも言える。その

理由として，授業を積み重ねる毎に，友達のこ

とに気づくようになり，「キラキラさん」での発

言数が増えたことが挙げられる。実践⑨以降は，

「キラキラさん」への気持ちも表出したことで，

言われる児童にとっては，より嬉しいものにな

った。言われた児童は，「嬉しい」気持ちが膨ら

み，また優しい行為をしようと思いその質が高

まっていったのだと考える。 

表 10 は，実践⑨以降の 11 月の「キラキラさ

ん」での発言の一部である。1 学期，学級の中

で一番他の児童から言われていたにも関わら

ず，一度も発言しなかったＫ児が発言するよう

になった。Ｋ児に加えて，これまであまり発言

しなかった他の児童も発言するようになって

いった。これらのことは，自分がした行為が他

の児童のいい気持ちとなっていることが分か

り，自分もお返しに発言して友達をいい気持ち

にしたい，自分もいい気持ちになりたいという

気持ちが高まったからだとも考えられる。 

授業以外での児童の変容から，児童が授業を

きっかけとして考えたことが，実生活でもいき

る場面としてあり，それが学級の中で，自然な

形で表出していったことが見てとれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，授業では，繰り返し，「友達」や「自

分」について考えた。その結果，これまでのふ

り返りからも分かるように，児童は，友達から

の言葉で自分のよさに気づくことができるよ

うになったり，人によって自分の見方が違うこ

とや自分が思うのと友達が思うのとでは違う

ことなど，「自分」や「友達」についての理解を

深めたりできた。  

これらのことから，児童に日々の生活と道徳

表 10 11 月の「キラキラさん」 （一部抜粋）  

Ｂ児：今日のキラキラさんは，Ａさんです。わけ

は，バスケをまぜてと言ったらいいよと言

ってくれたからです。その時ぼくは，嬉しい

気持ちになりました。  

Ｋ児：今日のキラキラさんは，Ⅽさんです。わけ

は，みんなのために雑巾をたたんでいたか

らです。ぼくは，それを見てみんなのことを

考えているなぁと思いました。  

表 9 児童の「友達」の意味のとらえ  



を関連させながら，「自分」と「友達」について

繰り返し思考させることは，安心して学べる学

級づくりにおいて，非常に重要な鍵となること

が示されたと言える。  

 

Ⅴ 全体的考察  

1．抽出児童の変容 

 Ａ児の大きな変容として，1 学期に比べて，

友達とのトラブルが減ったことが言える。Ａ児

は，11 月の友だちアンケートの中で，「友達は

10 人いる」と答えている。「友達は優しい」「友

達といると嬉しい」「楽しい気持ちになる」と述

べていることからＡ児を理解する児童が増え，

それをＡ児も実感していることがうかがえる。

「友達が自分を認めてくれること」がＡ児にと

っての安心感につながっていると考える。 

12 月 13 日，Ａ児が，「先生，ぼくは，言葉の

教室へ行く時間が分からない（忘れてしまう）

のでいつ行くか名前を黒板に書いて下さい。」

と言った。自分が分からないことを分からない

と言え，こうしてほしいと願い出るＡ児の姿は，

学年当初には想像もつかなかった。この発言は，

Ａ児の大きな成長を示したものであった。 

Ａ児は，自分のことが少しずつ理解できるよ

うになり，周りの児童もＡ児を理解するように

なったのだと考える。その結果，Ａ児は，学級

の児童の前で自分の思いや考えを表出できる

ようになったと思われる。 

Ｂ児についても，友達とのトラブルは減った。

学年当初，友達と関わりたいのだがなかなかう

まく表現できなかったＢ児は，現在，友達と友

好的な会話ができるようになり，話し合いにも

参加できるようになった。 

道徳の授業の考察でも述べたが，1 学期には，

「字がきれい」と友達に認められ，2 学期には，

Ｂ児自身が「みんないろいろちがっていい」と

友達の多様な考えを認めることができるよう

になった。友達に認められ，自分も友達を認め

ることができるようになったことがＢ児の大

きな成長であると考える。 

平成 31 年 1 月 8 日，Ｂ児は，「冬休みに書初

めの字の練習をいっぱいしたよ。だから，絶対

に金賞をとりたいんや。」と話していた。書初め

大会では，集中して，力強く整った字を書くこ

とができた。そして，見事金賞に選ばれ，大喜

びしていた。他の児童もＢ児を称賛していた。

Ｂ児もまた学級での自分の居場所を見つけた

のである。 

Ｃ児にとって，学級の皆とのつながりは，「キ

ラキラさん」の時間だけであった。Ｃ児は，「キ

ラキラさん」を媒介にして，学級の児童とつな

がっていった。 

学年当初，Ｃ児には，「キラキラさん」自体何

のことだか理解できなかった。しかし，だんだ

んと「自分のことで，よいことを言われている

んだ」ということを感じ取り，自分の名前が言

われると嬉しそうに聞くようになっていった。

それがやがて，「遊びキラキラ」を発言するよう

になり，現在では，言いたい日は進んで発言し

ようとするまでになった。 

図 10 は，Ｃ児が「キラキラさん」で発言した

割合の変化である。これを見ると，Ｃ児が月を

おうごとに発言しようとしてきたことが分か

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通訳者を通した面談で，Ｃ児は，「友達」を「遊

んでくれる人」「楽しい人」ととらえ，「友達が

4 人いる」と答えている。そして，「友達といる

と嬉しい」「楽しい」「安心した気持ちになる」

と答えている。現在，Ｃ児は，休み時間に友達

と元気に遊び，学級の中に溶け込んでいる。 

図 10 Ｃ児が発言した割合の変化  

 



表 11 抽出児童の目標と実践結果  

 

 

抽出児童には，それぞれに困り感があった。

しかし，これらの実践の中で彼ら自身が考え，

彼ら自身が「学級の中で自分は認められている」

「学級の中に自分の居場所がある」ことを実感

していった。 

その結果，落ち着いて過ごすことができるよ

うになり，彼らにとって，本学級が安心して学

べる環境になっていったのだと考える。 

以上の考察をふまえ，上の表 11 に抽出児童

についての実践結果を示す。 

 

2．学級全体の変容 

3 学期に入っても「キラキラさん」は，継続

している。興味深いことに，3 学期の「キラキ

ラさん」の総数は，2 学期に比べ激減している。 

しかし，落ち着いて過ごしている学級の児童

の様子から，児童の中で「キラキラさん」が当

たり前のこととして浸透してきたことが言え

る。今後も，児童の様子を見守りつつ，学級担

任として次へのステップに向けて働きかけを

工夫し，継続していきたい。 

これまでの考察でも述べたように，学年当初，

トラブルが多く，思いや考えがバラバラだった

学級の児童が，お互いのことによく気づけるよ

うになってきた。また児童に学級全体を「友達」 

 

という一つの集団としてとらえる目も育って

きた。 

さらに，「なかよし」という人間関係について

も単なる遊びのメンバーではなく，喧嘩も含め

た思いやりの深い部分に気づく児童へと変容

し，行動にも表れていった。（図 11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ児  Ｂ児  Ｃ児  

目

標  

・できることや分かること

を増やす。  

・言葉や行動で友達とコミ

ュニケーションがとれる。 

・話を聞くことができる。  

・友達と友好的な会話がで

きる。  

・話し合いに参加すること

ができる。   

・日本の学校での過ごし方

が分かる。  

・ルールにのっとって遊ぶ

ことができる。  

実

践

結

果  

・自分自身のことが少しず

つ理解できるようになっ

た。  

・自分の考えを表出できる

ようになった。  

・友達とコミュニケーショ

ンがとれるようになった。 

・友達と友好的な会話がで

きるようになった。  

・話し合いに参加すること

ができるようになった。  

 

・ほぼルールを理解し遊ぶ

ことができるようになっ

た。  

・他者のよいところをまね

て行動できるようになっ

た。  

 

図 11 自主的に活動する児童  

 



表 12 保護者の声（一部抜粋）  

 

12 月，保護者アンケートで家庭での様子を聞

いた。すると，85％の保護者が 4 月に比べ，児

童の様子に心の成長が見られたと答えた。保護

者とは，おたよりを中心に連携を深めてきたが，

この連携も安心して学べる学級づくりを助け

るものとなったことは言うまでもない。（表 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ まとめ 

1．結論 

本研究では，日々の活動「キラキラさん」を

継続し，その活動と関連付けながら，授業実践

に取り組んだ。これらの実践後，抽出児童は， 

 

 

 

 

 

 

学級の中で，自分の居場所を見つけ，安心して

学んでいる。また，他の児童にとっても本学級

は，安心して学べる学級へと近づいたと考える。 

 

2．今後の課題と展望 

特別なニーズのある子にとって，日々の活動

とそれに関連付けた授業は，連続した日常生活

において，思考がつながりやすかった。しかし，

ただ関連付ければよいというものではない。個

別の実態を把握し，保護者と連携を図り，目標  

を定め，支援計画を立てた上での実践が必要で

ある。今後も日々の活動，各教科の授業におい

て，安心して学べる環境づくりと働きかけを継

続していく。  

また，学級担任として，子ども達とともにつ

くる学級の中で，子ども達に，学級の中の「自

分」と「友達」の存在の意味を問いかけながら

学級づくりをしていきたいと思う。子ども達一

人ひとりが希望溢れる未来を考えられるよう，

指導，支援をしていきたいと思っている。  
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・思いやりや協調性が身についた。  

・相手の気持ちを思いやれるようになった。  

・友達とのトラブルが減ってきている。  

・相手のことや状況を考えて発言したり，行動  

したりできるようになってきている。  

・自分の考えや思いを自分の言葉で伝えよう  

という意思が感じられる。  

・学校での出来事を話してくれず勉強や友達  

と仲良くできているのか気になっていたが，  

最近色んな友達や勉強の話をしてくれるよ  

うになってきたので安心です。  

・友達のよいところをたくさん見つけて家で  

話している。  

・キラキラさんについては，始めはキラキラさん

にあげてもらいたい思いからの行動であった

が，みんなの役に立つ，認めてもらえる，喜ん

でもらえるという気持ちが最近のモチベーシ

ョンになっているようです。  

・目標を決めてそれに向かって頑張ろうとする

ようになった。  


